
 
令 和 元 年 1 2 月 4 日 
住 宅 局 住 宅 生 産 課 

土地・建設産業局不動産業課 
 

「 安 心 Ｒ 住 宅 」 の 実 施 状 況 を 公 表 し ま す 

 

「安心Ｒ住宅」制度の実施状況（安心Ｒ住宅調査報告書※３の提出件数） 

※１ 平成29年12月1日に施行された「特定既存住宅情報提供事業者団体登録規程(平成29年国土交通省

告示第1013号）)に基づく制度 

＜参考＞ 国土交通省ＨＰ「安心Ｒ住宅」制度（特定既存住宅情報提供事業者団体登録制度） 

http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/jutakukentiku_house_tk2_000038.html 

※２ 「安心Ｒ住宅」の標章の使用を希望する事業者団体で、国土交通大臣の登録を受けた団体 

＜参考＞ 登録事業者団体一覧(登録順) 

①一般社団法人優良ストック住宅推進協議会（スムストック）、②一般社団法人リノベーション協

議会、③公益社団法人全日本不動産協会（（公社）全日本不動産協会）、④一般社団法人石川県木

造住宅協会、⑤一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（ＪＥＲＣＯ）、⑥一般社団法人住まい

管理支援機構（ＨＭＳ機構）、⑦公益社団法人全国宅地建物取引業協会連合会（全宅連）、⑧一般

社団法人全国住宅産業協会（全住協）、⑨一般社団法人ステキ信頼リフォーム推進協会 

※３ 安心Ｒ住宅調査報告書とは、宅地建物取引業者（報告者）が、既存住宅について安心Ｒ住宅の基準に

適合しているか調査し、その結果を記載した書面を住宅購入者に交付するとともに登録事業者団体に

提出するものです。 

※４ 平成30年11月27日の報道発表値において、リフォーム済とリフォーム提案の内訳に誤りがあった

ため、当該修正を反映した件数としております。 

リフォーム済：（誤）407 →（正）421、リフォーム提案：（誤）75 →（正）61 

 ＜問い合わせ先＞ 代表電話：03-5253-8111 

 住宅局住宅生産課住宅瑕疵担保対策室 杉浦（内線39-454）湊（内線39-446） 

（直通：03-5253-8942 ＦＡＸ：03-5253-1629） 

 土地・建設産業局不動産業課 井出（内線25-119） 

（直通：03-5253-8288 ＦＡＸ：03-5253-1557） 

国土交通省では、「不安」「汚い」「わからない」といった「中古住宅」のマイナスイメージを
払拭し、既存住宅の流通を促進するため、消費者が安心して購入できる物件にロゴマークの使
用を認める「安心Ｒ住宅」制度※１を平成30年4月1日より運用しております。 
今般、登録事業者団体※２の実施状況を調査したところ、平成31年4月1日から令和元年9月

30 日において687件が「安心Ｒ住宅」として流通(広告に標章が使用される等)していることが
確認できました。（制度開始以降の累計は、1,953件） 
引き続き、安心して購入できる既存住宅の流通促進に向け、「安心Ｒ住宅」制度の周知に努め

てまいります。 
 

リフォーム済 リフォーム提案 リフォーム済 リフォーム提案

601 86 421 61

一戸建ての住宅 175 84 180 58

共同住宅等 426 2 241 3

合計
平成31年４月～令和元年９月 （参考）平成30年４月～平成30年９月※４

687 482

内訳



〇 既存住宅の流通促進に向けて、｢不安｣｢汚い｣｢わからない｣といった従来のいわゆる「中古住宅」のマイナス
イメージを払拭し、 ｢住みたい｣｢買いたい｣既存住宅を選択できるようにする。

〇 このため、耐震性があり、インスペクション（建物状況調査等）が行われた住宅であって、リフォーム等につい
て情報提供が行われる既存住宅に対し、国が商標登録したロゴマークを事業者が広告時に使用することを
認める「安心Ｒ住宅」制度を創設。

【平成29年11月6日告示公布、平成29年12月1日告示施行、平成30年4月1日標章使用開始】

「品質が良く、安心して購入できる」

「既存住宅だけどきれい、既存住宅ならではの良さがある」

「選ぶ時に必要な情報が十分に提供され、納得して購入できる」

従来のいわゆる「中古住宅」 「安心Ｒ住宅」 ～「住みたい」「買いたい」既存住宅～

「品質が不安、不具合があるかも」

「古い、汚い」

「選ぶための情報が少ない、わからない」

（既存住宅を紹介しているwebサイト（イメージ））

など

インスペクション済み耐震性あり

リフォーム等の情報現況の写真

「安心Ｒ住宅」（特定既存住宅情報提供事業者団体登録制度）

「安心Ｒ住宅」ロゴマーク

別紙



「安心Ｒ住宅」（特定既存住宅情報提供事業者団体登録制度）の概要

①基礎的な品質があり｢安心｣
③情報が開示されていて

「わかりやすい」

◇外装、主たる内装、水廻り
の現況の写真を閲覧できる

◇広告時に点検記録等の保管
状況が示され、さらに求めに応
じて詳細情報が開示される

◇インスペクション（建物状況調査
等）の結果、既存住宅売買瑕疵保
険の検査基準に適合
〈インスペクションのイメージ〉

◇新耐震基準等に適合

消費者が「住みたい」「買いたい」と思える既存住宅を選択できる

・広告等で写真を見て、実施済み

のリフォーム工事の内容等を確
認できる 等

・今までに実施した点検や修繕の内容
がわかる
・どんな保険・保証がつくかがわかる 等

・既存住宅だけど、きれい
・これからリフォーム工事にかかる
費用や リフォーム工事後のイメー
ジがわかる 等

相談できる ◇事業者団体が相談窓口を設置している ・トラブルがあっても相談できる 等

〈現況の写真イメージ〉

◇リフォーム工事を実施してい
ない場合は、費用情報を含む
リフォーム提案書がある

②リフォーム工事が実施されていて「きれい」

(仲介事業者等) (住宅リフォーム事業者)

連携

広告時の情報開示

〈情報開示イメージ〉

「調査報告書」
・ 設計図書 有
・ -------- 無
・ 設備点検 有
・ 修繕 有
・ 保険 有
・ -------- 無

商談時に詳細情報を開示

(仲介事業者等)

◇リフォーム工事によって従来
の既存住宅の「汚い」イメージ
が払拭されて いる

※「安心Ｒ住宅」の「安心」とは

（１） 昭和56年６月１日以降の耐震基準（いわゆる新耐震基準）等に適合すること

（２）インスペクション（建物状況調査等）を実施し、構造上の不具合及び雨漏りが認められず、住宅

購入者の求めに応じて既存住宅売買瑕疵保険を締結できる用意がなされているものであること

※「安心Ｒ住宅」の「Ｒ」とは Reuse Reform Renovationを意味している



既存住宅の広告に「安心Ｒ住宅」の標章を使用するための手続

○ 国は、「安心Ｒ住宅」の標章及びそれを使用できる既存住宅の要件を設定する。

その上で、標章の使用を希望する事業者の団体を審査･登録し、標章の使用を許諾する。

○ 事業者団体は、リフォームの基準及び標章の使用について事業者が守るべきルールを設定し、団体の構成員である
事業者の指導･監督を行う。

○ 事業者は、要件に適合した住宅について、団体の基準やルールに則って広告時に標章を使用することができる。

◇「安心Ｒ住宅」の登録団体一覧 令和元年12月4日時点

住宅購入者

事業者団体（一般社団法人等）
団体を審査･登録
標章の使用を許諾

広告時に標章を使用

標章の使用を許諾 事業者
(売主/仲介)

国

標章･要件
の設定

団体事務局

･住宅リフォーム工事の実施判断の基準
･事業者が遵守すべき事項 指導･監督

一般社団法人
○○○○協会

番号 登録日 名称（略称）

１ 平成29年12月25日 一般社団法人優良ストック住宅推進協議会
（スムストック）

２ 平成30年1月26日 一般社団法人リノベーション協議会

３ 平成30年3月13日 公益社団法人全日本不動産協会
（（公社）全日本不動産協会）

４ 平成30年6月8日 一般社団法人石川県木造住宅協会

５ 平成30年6月28日 一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会
（ＪＥＲＣＯ）

番号 登録日 名称（略称）

６ 平成30年6月29日 一般社団法人住まい管理支援機構

７ 平成30年8月27日 公益社団法人全国宅地建物取引業協会連
合会（全宅連）

８ 平成30年9月25日 一般社団法人全国住宅産業協会
（全住協）

９ 平成31年4月26日 一般社団法人ステキ信頼リフォーム推進協
会


